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緒言 

前立腺癌は世界的に男性で高頻度にみられる悪性腫瘍であり、早期

診断と的確なリスクの層別化が重要である。その診断には血清

PSA(prostate-specific antigen)測定、経直腸超音波検査、

MRI(magnetic resonance imaging)、生検が用いられ、特に MRIは腫瘍

の局在評価や病期診断、治療選択において中心的役割を担う。現在、

国際的には PI-RADS(Prostate Imaging Reporting and Data System)

に準拠した撮像・読影が標準化され、診断の均質化が進められてい

る。その中でも T2強調画像（T2WI）は前立腺の詳細な解剖構造を把握

し、特に移行域病変の評価に不可欠である。しかし、T2WI は撮像時間

が長く、患者体動に伴うモーションアーチファクトやノイズの増加が

画質低下を招くことが課題となっている。画質を維持または改善しつ

つ撮像時間を短縮できる手法の開発は、臨床的意義が大きいと考えら

れる。本研究は、従来型 T2WI（C-T2）と Deep Learning 再構成
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（DLR）を用いた T2WI（DL-T2）を比較し、画質および撮像効率の優位

性を定量的・定性的に明らかにすることを目的とした。 

 

方法・対象 

対象は 2022 年 4 月から 2023 年 6 月に前立腺癌の疑いで前立腺 MRI

を受けた患者のうち、化学療法施行例や前立腺切除例を除いた 106 例

（平均年齢 71 歳、全例男性）である。撮像は Canon社製の 3T 装置を

用い、DLR には同社の Advanced Intelligent Clear-IQ Engine (AiCE)

を使用した。定量的評価では、直腸周囲脂肪、内閉鎖筋、恥骨結節に

関心領域を設定し、信号雑音比（SNR）およびコントラスト比（CR）を

算出した。定性的評価では、8 つの前立腺周囲解剖構造(外科的被膜、

解剖学的被膜、前部線維筋組織、膀胱-前立腺、直腸-前立腺、精嚢、

恥骨直腸筋、内閉鎖筋)、overall image quality およびモーションア

ーチファクトを 2名の放射線科医が 5 または 4 段階の尺度で評価し、

級内相関係数を用いて一致度を算出した。 

なお本研究は、聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会(承認第 6123

号)の承認を得たものである。 

 

結果 

撮像時間は従来法である C-T2 で 4 分 16 秒に対し、DL-T2 は 2 分 12

秒と約半分に短縮された。定量的評価では、DL-T2において直腸周囲

脂肪および内閉鎖筋の SNRが有意に高く、脂肪/筋肉および骨/筋肉の

CR も C-T2 より優れていた（いずれも p<0.01）。恥骨結節の SNR には有

意差を認めなかった(p=0.10)が、CRは DL-T2が優位であった

(p=0.04)。定性的評価では、前立腺周囲解剖構造の描出能、overall 

image quality、モーションアーチファクトのいずれにおいても DL-T2

は C-T2 より有意に高評価であった（p<0.05）。読影者間一致度は良好

の範囲であり、評価の再現性も確認された。提示した代表症例でも



DL-T2 は構造の鮮明さが向上し、従来法に比べて被膜や周囲組織の境

界が明瞭に描出されている。 

 

考察 

本研究では、従来法の C-T2 と Deep Learning再構成を用いた DL-T2

の画質を比較した。その結果、DL-T2は C-T2 に比べて SNR や CR が有

意に高く、描出能も優れていた。さらに撮像時間は C-T2 の約 4分 16

秒から 2 分 12 秒へと半減し、短時間で高品質な画像取得が可能である

ことが示された。前立腺 MRI は前立腺癌の診断に重要な立ち位置を占

めているが、画質と撮像時間のトレードオフの関係にあることが問題

となっている。というのも、ピクセルサイズを縮小して画質を上げる

と信号が減弱するため加算回数を増やす必要があるが、その結果撮像

時間が延長してモーションアーチファクトも増加してしまうためであ

る。撮像技術の面ではこれまでもパラレルイメージングや圧縮センシ

ング技術による時間短縮が試みられてきたが、近年では AIを用いた

DLR が特に注目されている。今回使用した DLR技術は高解像度画像と

ノイズ混入画像を比較学習させることで、信号とノイズを識別し、ノ

イズの少ない画像を再構成するといったものである。これにより短時

間化と高解像度化を同時に行うことができるとされるが、今回の結果

もその特性を裏付けるものとなった。本研究にはいくつかのがある。

単施設後ろ向き研究である点、DLR の最適パラメータ設定が未確立で

ある点、DLR の臨床応用について標準化が進んでいない点が挙げられ

る。また PI-RADSスコアや腫瘍描出能への影響は未検討であり、病理

との比較症例も少数であった。今後は多施設共同研究や病理との比較

を含めた前向き検討は必要であると考える。 

 

結論 

DL-T2 は従来法と比較してより短時間かつ高画質な前立腺 MRI を可



能とする。 

 


